
－ 2－

１．研究開発課題

　併設型中高一貫教育において高大接続を考慮した「サ
イエンス・リテラシー」育成のための教育方法、評価方
法を大学と協同で開発する。

２．研究の概要

　高等教育での学びにつながる「サイエンス・リテラ
シー」を、併設型中高一貫教育の中で育成する。本研究
では、そのための教育方法、評価方法を大学と協同で開
発することを目的とする。また、その成果を研究発表会
や研究成果を出版物としてまとめることで、成果の普及
を図る。
　発達段階に応じた６年間の教育において、既存教科の
中で「サイエンス・リテラシー」を育成するための教育
方法として、協同的探究学習法を展開し、その評価方法
を考案する。
　中学段階を、サイエンス・リテラシーへの扉を開く教
育課程と位置づけ、総合的な学習の時間で行うＳＬＰⅠ

（サイエンスリテラシーⅠ）を全生徒が履修し、サイエ
ンス・リテラシーの基盤となる自然科学や数学への興
味・関心を掘り起こしながら、自然観察力や実験技術を
獲得させ、生徒の科学的創造力を育成する。
　高校段階では、ＳＳＨ特設教科であるＳＬＰⅡ（サイ
エンスリテラシーⅡ）を高１・高２の全生徒が履修し、
教科横断的な学びを通して、科学的思考力、科学的探究
力を中心とした、地球市民としてのサイエンス・リテラ
シーを育成し、大学への学びへ繫がる力を育てる。発展
的な学びとしての、ＡＳＰ（アドバンストサイエンスプ
ロジェクト）、大学教員と交流を深める宿泊型の名古屋
大学短期集中型高大連携教育プログラム（中津川プロ
ジェクト）、名古屋大学全学教育科目「基礎セミナー」
への参加を通して、高大接続を考慮したカリキュラム研
究を行う。
　また、ＳＳＨ生徒研究員制度の拡充をはかり、理数分
野に興味を持つ生徒の能力を伸ばすとともに、国際交流
プロジェクトに着手し、国際的な視野を持った生徒の指
導方法を研究する。

３．研究の内容・方法・検証（評価）等

⑴現状の分析
　現在、科学技術を駆使した製品は身の回りに溢れ、生
活が便利になった一方、人々は、新商品などを次々とク
リエートし製品化するサイドと、できあがった製品を無
意識的に利用するだけのサイドに２極化する傾向が進行
しているように思われる。また、社会では多くの人と協
力して問題解決にあたったり、多くの人と協調して商品
開発を行う中で、人間相互のインタラクションが必要と
されているにもかかわらず、現在では、インターネット
や携帯電話の発達により、多くの場合、直接的コミュニ
ケーションが間接的コミュニケーションに取って代わら
れてしまい、人間相互のインタラクションが阻害されて
しまっている傾向があるため、人と協力して問題解決に
あたったり、協調して新たなものを生み出すことを苦手
とする人が増えている。
　このような社会で必要なリテラシーとは、科学的な知
識と方法を活用して情報を多元的に分析し、本質を理解
する力と、その過程で必要な、自らの考えを他者に伝
え、話し合うことを通して、協同でそれらの問題解決を
行う力であると考える。このことから、第２期ＳＳＨで
は、生徒が問題を設定し、自らの知識を活用し、他者と
協同して解決する力をＳＳＨで設定した特別な教科だけ
でなく、一般教科の中で育成することを目標とする。そ
してまた、育成しようとする力が、どの程度生徒が獲得
したかを評価する方法を開発することも第２期SSHでは
目標とする。第１期ＳＳＨで開発した本校の評価尺度を
再構築し、その尺度や評価方法を一般校に普及していく
ことが必要であると考えている。
　本校は、2000年より併設型中・高一貫校として認定さ
れ、６年一貫教育に１－２－２－１制を採用し、それぞ
れを入門基礎期・個性探究期・専門基礎期・個性伸張期
と位置づけ生徒の発達段階に応じた教育課程を確立し
た。学習面では、中学と高校のスムーズな学びの継続性
カリキュラムを開発し、中学生と高校生が共に学びあう
学校風土が十分醸成されている。特に総合的な学習の時
間では、生徒自身の主体的な自主研究やフィールドワー
クを通じ、高校生から中学生への「学びのたすき」が受
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け継がれている。また、学校行事を中高協同で行うこと
により、生徒自らの手で学校文化が受け継がれている。
　2006年にＳＳＨ指定を受け、発達段階に応じた「サイ
エンス・リテラシー」を育成する教育課程を中・高・大
の協同で開発し、その評価方法を多面的に試行してき
た。その結果、本校が独自に行った「科学に対する意識
調査」から、本校生徒にとって、科学は身近な存在であ
り、人類の進歩に欠かすことができないものである一
方、科学は万能ではないという認識が学年進行で深まっ
ていることがわかった。また、別の「生徒の意識を知る
調査」からは、自分の生き方について考えるキャリア構
想力がどの学年においても獲得されていることも確認す
ることができた。
　第１期ＳＳＨプログラムを経験した本校中学２年生で
ＴＩＭＳＳとの国際比較を行った。ＴＩＭＳＳの質問項
目にある理科学習の情意的側面、特に「理科は好きです
か・きらいですか」の質問項目で「好き」と「大好き」
と答えた生徒は、ＴＩＭＳＳの日本の平均値である52％
よりかなり高く、06年度は65.4%、07年度は86.0%、08年
度は80.5%、09年度は68.0%にもなった。これは、理科の
授業、ＳＬＰⅠでの理科選択必修化、理科的なテーマで
ある総合学習の「生命と環境」の取り組みが影響してい
ると分析された。
　高校生に対しては、ＰＩＳＡ2000年度調査にある「ゼ
ンメルワイス医師」の問題に、大学教員と本校教員が協
同開発したオリジナルの文章表記で答えさせる問題を加
えて、一連の取り組みの前後でプリ・ポストテストを実
施し、生徒の記述内容の変化を認知心理学的に分析し
た。その結果、事実から推論を経て結論に至る論理的な
思考過程をとるようになった生徒が増えた。
　また、さまざまな観点から生徒の意識変化を図る調査
を行い、文部科学省の中間評価においても、「現段階で
は、当初の計画通り研究開発のねらいを十分達成してい
る」との評価を受けたことは、本校自己評価だけでなく
外部機関からも評価を得られたと確信している。これら
の点を総合的に考慮し、「サイエンス・リテラシーと自
覚的なキャリア意識を育成する教育課程」を目標に掲げ
た2006年度SSH指定における研究は一定の成果を収めた
と考えている。
　今後は、第１期ＳＳＨで確立した「サイエンス・リテ
ラシー」を育成する教育課程を継続しつつ、第２期ＳＳ
Ｈでは、既存教科の中で、「サイエンス・リテラシー」
育成のための教育方法・教育評価を大学と協同で開発す
る。また、その成果をＳＳＨ研究発表会での発表や研究
成果の出版物としてまとめることで、成果の汎用化を図
る計画である。

⑵研究目的と第１期ＳＳＨの課題との関連性
　第１期ＳＳＨでいただいた中間評価では「現段階で

は、当初の計画通り研究開発のねらいを十分達成してい
る」との評価をいただいた反面、「理科系の発表力や語
学力の育成、理科クラブの生徒に対する取組を充実する
ことが望まれる」との課題の指摘を受けた。第２期ＳＳ
Ｈでは、この課題を克服するべく、科学クラブの更なる
拡充を行うとともに、校内での生徒研究発表会の規模を
拡大していく計画である。また、海外の高校生との共同
で行う英語によるサイエンスベースの研究発表や意見交
換も現在進行中で計画が進み、実現の方向に向かってい
る。
　また、第１期ＳＳＨの研究課題「併設型中高６年一貫
教育において、発達段階に応じた「サイエンス・リテラ
シー」を育成する教育課程を中・高・大の協同で研究開
発する。」で開発した教育課程にのっとり、第２期ＳＳ
Ｈでは、その教育方法・教育評価を大学と協同で開発す
ることを研究目的とする。そのことを通して、生徒のサ
イエンス・リテラシーを更に向上させることを研究目標
とする。その際、大学でのスムーズな学びに繫がる高大
接続を考慮して研究を実施する。

⑶研究の仮説
１）サイエンス・リテラシー
　第１期ＳＳＨと同様に、本校では、「サイエンス」
とは、自然科学・数学のみならず、人文・社会科学を
含めて考え、「リテラシー」とは，言語・情報等を正
しく読み取り，それを活用して協調的に問題解決を図
る能力と考える。そこで，以下のようにサイエンス・
リテラシーを定義する。

２）第２期ＳＳＨ教育プログラムが目標とする生徒の
学びの力

　初等中等教育において、従来から行われてきている
学習は、正しい解法と答えはただ１つであることを前
提に、暗記した事象を適応させることが中心であっ
た。言い換えれば正しい解法を覚えて、それを問題解
決に適用する学習が中心であった。このような学力の
限界は2000年以降に行われたＰＩＳＡ調査からも読み
取ることができる。この形態の学習法では、自分が以
前習得した問題解決法が適用できない問題に対しては

サイエンス・リテラシーの定義
　現実社会におけるさまざまな問題について、科
学的な知識と方法を活用して情報を多元的に分析
し、論点を関連づけながら本質を理解する力。そ
の過程で必要な、自らの考えを他者に伝え、話し
合うことを通じて、協同解決をはかり、個人がさ
らに思考や理解を深める力も含む。



－ 4－

ＳＳＨ研究開発の理念と概要

充分対応することができない。また、解決法を暗記
し、それを適用しているにすぎないため、問題の本質
が理解されておらず、問題の根本的な解決にはなって
いないことがしばしばある。
　対して、本校が掲げる第２期ＳＳＨ教育プログラム
が目標とする生徒の学びの力は、問題を解決するため
の方法は多様にあり、自分の持っている知識と他者が
持っている知識を活用しながら、問題解決法を自分で
考案し、その思考プロセスを他者に表現し、他者と思
考プロセスを共有することによって問題の本質を理解
し、問題解決にあたる学力である。以上のことをふま
え以下のような生徒の学びの力を設定した。

３）中心となる研究の仮説

第２期ＳＳＨ教育プログラムが目標とする生徒の学びの力
Ａ）探究を通じてものごとの本質を深く理解する力
Ｂ）物事を論理的、多元的かつ長期的に考える力
Ｃ）自らの考えを他者に対して表現できる力
Ｄ）問題を設定し、他者と協同して解決する力
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　高度に発達した科学技術社会においては、研究
者などの専門的分野に精通した人材だけでなく、
社会の大多数を占める一般市民（citizen）が科学
技術の問題に参画していく必要がある。そのため

には、問題の本質を理解する能力、論理的・多元
的・長期的に考える能力、自らの考えを表現でき
る能力、問題を設定し、他者と協同して解決する
能力（サイエンス・リテラシー）を有することが
大切であると考える。
　そのための方策として、中学校段階では、ＳＬ
ＰⅠ（サイエンスリテラシーⅠ）を通してサイエ
ンス・リテラシーの基盤となる自然観察力、実験
技術、数式など理数系への興味・関心を掘り起こ
し、創造力を育成する。また、日本語、英語を
使ってinputした情報を再構成しoutputすると
いった、表現力の基盤を身につける。
　高校段階では、ＳＬＰⅡ（サイエンスリテラ
シーⅡ）や、既存教科の中で、「理解・思考」型
学習である「協同的探究学習」を行うことを通し
て、サイエンス・リテラシーを身につけた生徒を
育成する。
　発達段階に応じた６年間を通した教育において
も、既存教科の中で「サイエンス・リテラシー」
を育成するための教育方法として、協同的探究学
習法を実施する。また、この学びを通じて、単一
の正答の存在することの多い中等教育における学
習から、単一の明確な解答が用意されていない課
題を扱う高等教育における研究へと繫げることが
できる。

⑷本校におけるＳＳＨ概念図
名古屋大学教育学部附属中・高等学校ＳＳＨ概要
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⑸教育課程の基本的枠組み
　第１期ＳＳＨで区分した１－２－２－１制の６カ年の
教育課程を、第２期ＳＳＨでも継続しする。具体的には
義務教育に当たる中学１年生を「入門基礎期」、中学２
年生・３年生を「個性探究期」とし、「サイエンス・リ
テラシーへの扉を開く教育課程」と位置づける。
　高等学校では、高校１年生・２年生を「専門基礎期」、
高校３年生を「個性伸長期」とし、高等教育での学びを
視野に入れ、「高大接続を考慮した先進的な教育課程」
と設定する。

　・入門基礎期
　生活の基礎では、新しい学校生活を築く上で必要
な、他者との関係づくりを中心に行う。ソーシャル
ライフ（Social Life）という本校独自の教育内容を
道徳の時間に多く取り入れ、他者との人間関係つく
りワークを通して傾聴(Personal level, Group level）
コミュニケーション、対話（Dialogue）などの基本
的な素地を養う。
　学習の基礎では、各９教科学習の学習スキルの学
習（学び方の学習）と各教科学習の基盤作りを目標
とする。

　・個性探究期
　総合的な学習の時間の中で実施する、ＳＰＬⅠ

（サイエンスリテラシープロジェクトⅠ）での学習
を通して、サイエンス・リテラシーの基盤となる自
然観察力、実験技術、数式など理数系への、個人の
興味・関心を掘り起こし、創造力を育成する。自分
の考えたことを、日本語だけでなく英語を使って他
者にわかりやすく伝える表現力の基盤を身につける
ことも目標とする。

　・専門基礎期
　併設型中高一貫校の特色である新たな個性の導入
と個性の磨きあいを通して、協同的な学習集団づく
りとその活性化を目標とする。「理解・思考」型学
習である「協同的探究学習」やＳＳＨ教科として
の、ＳＰＬⅡ（サイエンスリテラシープロジェクト
Ⅱ）での学習を通して、第２期ＳＳＨ教育プログラ
ムが目標とする生徒の学びの力を育成する。

　・個性伸長期
　「入門基礎期」「個性探究期」「専門基礎期」の集
大成として位置づけられる。サイエンス・リテラ

シーを身につけ科学立国社会への主体的進路選択の
実現を目標とする。

⑹評価方法　
　研究開発校として、成果がどのように出たかについて
評価することは、必須である。本校の第１期ＳＳＨで
は、アンケートのみによる研究開発評価から抜けだし、
より客観的な評価のあり方を探るべく、研究部会を設け
て検討を進めてきた。
　その結果、内部で作成したアンケート調査だけでな
く、外部で作成したアンケートによって他との比較をし
たり、ＰＩＳＡ調査を改良して本校で実施して他と比較
をしたりするなど、多面的な教育評価が客観性を持たせ
る上で有効であることがわかった。
　また、第１期ＳＳＨ目標達成に有効であると考えられ
る「協同的探究学習」の成果を測る試みを、論理的思考
力を問う記述式の調査で事前と事後に行い、記述内容を
比較することで、生徒の思考過程の変容をより客観的に
測る方法を一部で実施し、一定の成果をあげることが出
来た。このことは、平成22年12月26日のＳＳＨ情報交換
会でその報告を行い、他校への情報提供を行った。第１
期ＳＳＨでは、この試みは中学の一部の教科授業で行っ
てきただけであったが、第２期ＳＳＨでは、高校の授業
などのより広い学年や教科で行い、目標達成のための方
策を探っていきたいと考える。

４．SSH研究開発主要プロジェクトの理念

⑴研究開発の実施規模
　高校１年・２年・３年、および中学１年・２年・３年
を対象にして実施する。

⑵平成26年度の研究開発の内容
１）総合的な学習の時間を利用して実施するサイエ

個性伸長期 ・高校３年生

・高校２年生
・高校１年生

・中学１年生

・中学３年生
・中学２年生

専門基礎期
個性探究期
入門基礎期
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ン・スリテラシー・プロジェクトⅠ（ＳＬＰⅠ）の
４年次実践（中学２年・３年、１単位必修）

　併設型中高一貫教育の個性探究期（中学２年と３
年）で実施中学２年生に対しては「理科実験を中心と
した内容①」「ものづくりを中心とした内容①」「創造
性を生み出すことのできる内容①」「日本語や英語を
使って自分を表現することのできる内容」の講座を開
講した。
　具体的には、中学２年生では「Sense of Wonder」

「木のおもちゃを作ろう」「新競技、新スポーツを考案
する」「情報化社会におけるアート」「英語で話そう」
の５講座と開講した。
　中学３年生に対しては「数学的興味関心を生み出す
ことのできる内容①」を加えた上で、中学２年生で
培った内容を発展的に伸ばすことができるように「理
科実験を中心とした内容②」「ものづくりを中心とし
た内容②」「創造性を生み出すことのできる内容②」
の講座を展開した。
　具体的には「身近な生物の観察」「数学を探究しよ
う！」「音楽で表現しよう♪」「藍の絞り染めＴシャツ
を作ろう」「ＣＧで表現しよう！」の５講座と開講し
た。

　
２）学校設定科目サイエンス・リテラシー・プロジェ
クトⅡ（ＳＬＰⅡ）の４年次実践（高校１年・２
年、それぞれ１単位必履修）

　サイエンス・リテラシーの基礎を育成するために、
本校の中高一貫教育における教育課題の「専門基礎
期」に行う。高校１年生では「前期・自然と科学」、

「後期・自然と科学」、高校２年生では「前期・多文化
コミュニケーション学」「後期・共生と平和の科学」
の講座を設けた。授業を通して、既存教科のみでは十
分扱うことができない教科横断的な課題について考え
ることを目的とする。各教科で身につけた知識をつな
ぎ合わせて、大きな課題について考えることは、大学
での学びを考える機会となった。
　日常生活の中で疑似科学を安易に信じたり、少しで
も危険性がある事柄に対し、科学的理解をすることな
く反対したりする生徒が増えてきている現状を考え
て、全生徒を対象に、疑似科学に対処できる知識や方
法を身につけることを目標の１つとしている。このた
めには、データに対する適切な分析方法の獲得が必要
であるだけでなく、分析結果を批判的・多元的に検討
することも必要である。全員必修であるこのＳＬＰⅡ
において、日常生活で必要となる科学的知識と科学的
思考力の基礎を身につけさせたいと考えて取り組ん
だ。

　
３）学校設定科目アドバンスト・サイエンス・プロ

ジェクトⅡ（ＡＳＰ）の４年次実践（高校１年・２
年、３年の希望者　それぞれ１単位）

　中等教育から高等教育への接続をねらいにして実践
した。既存の教育課程では、取り扱う事のない分野に
関して、大学教員から直接講義を受けた。ＡＳＰを通
して、中等教育では接することの少ない高等教育での
学びに触れることにより、高等教育への接続をはかる
ことが目的である。実践の過程を通して、学習シラバ
ス・学習方法の改善を検討した。今年度はこれまで
あった講座に加え新たに「物理学探究講座」をＡＳＰ
に組み入れた。他のＳＳＨ校生徒も参加するなどＳＳ
Ｈの成果を広めることにつながっている。また、名古
屋大学だけでなく、他大学からも多くの講師を招くこ
とにより、ＡＳＰコンソーシアムが形成された。本校
が研究している、高大接続を考慮した「サイエンス・
リテラシー」育成のための教育を広く地域に広げ、地
域と一体となった「サイエンス・リテラシー」育成を
念頭に置いた実践として認知されている。また、英語
のみで行う講座ＡＬＥも開講し、国際的な場で生徒が
成果発表ができることに対応した取組みを行った。

４）ＳＳＨ生徒研究員制度
　授業後に少人数の参加希望生徒によって行われる生
徒の主体性を重視して実施される実験・観察・学習制
度である。現在活動中の色素プロジェクト、粘菌プロ
ジェクト、数学プロジェクト、チャンドラセカールプ
ロジェクト、ヒドラプロジェクトを継続発展させ、研
究成果を校内・校外で行われる研究発表会で発表する
支援を積極的に行った。また、今年度は新たに、相対
論・宇宙論プロジェクトを立ち上げた。海外の高校生
との交流に関しては「Global Science Club」を設置
し、米国ニューヨーク州になるBard High School 
Early Collegeを訪問し研究成果を発表し現地高校生
と交流を行った。
　加えて、数学プロジェクトは、日頃の研究成果が認
められ、平成26年度スーパーサイエンス・ハイスクー
ル生徒研究発表会に於いて、「ポスター発表賞」を受
賞した。また、日本数学コンクール・日本ジュニア数
学コンクールでは、「金賞」を受賞した。
　中学生は、「科学の甲子園ジュニア全国大会」への
出場は逃したものの県内で行われた「グランプリス
テージ」では３位となった。高校生も「あいち科学の
甲子園2014」出場し、「チャレンジ枠」に選出された。

　
　
５）高大接続によるサイエンス・リテラシー育成の実践
　中等教育から高等教育への接続／高等教育から中等
教育への接続をねらいにして実践すた。名古屋大学短
期集中型高大連携教育プログラム（中津川セミナー）
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や名古屋大学の初年次教育に本校生徒が参加し大学生
と学び共にするという試みを実施した。一般に高大接
続とは、中等教育から高等教育へのアプローチの場合
が多いが、本校が試みる高大接続は、高等教育から中
等教育へのアプローチをも踏まえた高大接続であるこ
とに特徴がある。
・名古屋大学全学教育科目「基礎セミナー」への参加

　名古屋大学の初年次教育と協同したプログラム
である。初年次教育としての基礎セミナーに附属
高校生が参加し、大学生とともに学びを共有する
ことによって、大学での学問研究に対する意欲・
関心を高めることに繋げることができた。

・名古屋大学短期集中型高大連携教育プログラム（中
津川プロジェクト）

　名古屋大学教育学部附属学校協議会との協同プ
ログラムである「名古屋大学短期集中型高大連携
教育プログラム（中津川プロジェクト）」を実施
した。名古屋大学の大学教員と宿泊をともにし、
その中で、生徒たちが大学教員から講義を受ける
一方、「大学での学び」や「学習と研究」といっ
たテーマで大学教員と附属高校生が真剣に議論
し、中等教育サイドからのアプローチとともに高
等教育サイドから中等教育へのアプローチといっ
た相互アプローチを試みた。

６）事業の評価（４年次の実践）
　ＳＳＨ教育プログラムが目標とする生徒の学びの力

《Ａ）探究を通じてものごとの本質を深く理解する力　
Ｂ）物事を論理的・多元的・長期的に考える力　Ｃ）
自らの考えを他者に対して表現できる力　Ｄ）問題を
設定し、他者と協同して解決する力》が達成されてい
るかどうかを、出来るだけ客観的・多面的に評価する
ために３つの調査を実施した。

ⅰ「生徒の意識を知る調査」
　→生徒の情意的側面の調査
ⅱ「思考過程を知る調査（本校の基準による調査）」

→生徒の認知的側面の調査
ⅲ「思考過程を知る調査（外部基準による調査）」

→生徒の認知的側面を外部の基準で測る調査

７）協同的探究学習法に関する４年次実践
　問題の本質を理解する能力、論理的・多元的・長期
的に考える能力、自らの考えを表現できる能力、問題
を設定し、他者と協同して解決する能力（サイエン
ス・リテラシー）」を育成するために、協同的探究学
習を実施する学年、教科を拡大した。

８）既存理数教科の基本方針
　理科においては、実験・観察を重視し、自然科学に

対する基本的な態度と基本的科学実験技術を身につけ
る取り組みを行った。中学全学年で、夏休みの課題研
究を実施した。高校理科では、ＳＬＰⅡやＡＳＰと連
携して、大学での学びにつながるような，自律的で主
体的な問題発見・問題解決を基盤とする探究方法を身
につけるようにすることが目的である。高校理科の発
展学習の一つとして、名古屋大学大学院理学研究科菅
島臨海実験所、名古屋大学大学院生命農学研究科附属
フィールド科学教育研究センターでの実習を引き続き
実施した。協同的探究学習法を利用して、身近な自然
現象を論理的に説明するなどの課題に対する個別探
究・協同探究を通して、物事を論理的に考えて他者に
対して表現できる力を培い、科学的事象の本質的理解
を促進した。
　数学では、高等学校ではＴＴ（チームティーチン
グ）による授業を多く取り入れ、基礎基本を生徒全員
に確実に習得させることを目指している。高校３年生
においては、生徒の進路に合わせた少人数授業とする
ことで、発展的な内容を学習できるような授業を行っ
た。名古屋大学において開催されている数学コンクー
ルに向けてのセミナーなども活用し、各種の科学オリ
ンピック・コンテストへの参加を促し、支援した。協
同的探究学習法を利用して、ひとつの問題に対する多
様な解法を考え、討論するといった活動を取り入れ、
数学的概念の本質を理解する機会を設けるようにし
た。

　
９）ＳＳＨ研究成果を普及するための出版
　これまでのＳＳＨで開発したＳＬＰⅡやＡＳＰなど
の特色ある取り組みについて『協同と探究で「学び」
が変わる　―個別的・ドリル的学習だけでは育たない
力―』（学事出版）を出版した。また、論理的思考力
育成のためのプログラムでは、『始めよう、ロジカ
ル・ライティング』（ひつじ書房）を出版した。『始め
よう、ロジカル・ライティング』（ひつじ書房）は、
校内の授業でも使用されている。また、出版と同時に
愛知県内の大学から大学の教科書として採用されるこ
とになった。

　
10）国際性を高めるための４年次実践
　Bard High School Early Collegeとのサイエンス
ベースの交流を進展させるための組織「高大連携国
際」が中心となって相互に研究発表を実践した。ま
た、North Carolina Projectに関しては名古屋大学と
附属学校が連携して立ち上げたワーキンググループが
中心となって準備を行い、米国ノースカロライナにあ
る名古屋大学海外拠点事務所と綿密に協議し第３回目
の相互訪問（ＮＣ生徒来校７月、日本生徒訪米３月）
を行う。UNESCO Schoolに関しては、加盟している
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学校を中心とした連携のあり方について検討を開始
し、2014年11月に名古屋大学豊田講堂で、第３回「高
校生ＥＳＤコンソーシアムin愛知」を開催し、テレ
ビ、新聞で紹介された。これは、名古屋で開催された
ＥＳＤ閣僚級会議に併せて行われ、閣僚級会議と同じ
会場で行われた併催イベントでも代表生徒が実践報告
を行った。中学生も同じく「ＥＳＤあいち・なごや子
ども会議」に参加し、メッセージを世界へ発信した。

　　
11）実践・評価報告書のとりまとめ、成果の普及
　第４年次のＳＳＨ研究開発事業についての成果と課
題について報告書にまとめた。その成果と課題を広く
普及するために平成27年２月10日（火）第２期ＳＳＨ
成果第４年次研究成果発表会を名古屋大学内で実施す
る。これまでの研究成果を「評価」に絞って発表し
た。また、ＳＳＨ県内学校連絡会への参加やＳＳＨ生
徒研究発表会への生徒派遣を積極的に行うとともに、
先進ＳＳＨ校への研究視察を実施し、本校のＳＳＨ研
究開発実践・評価のあり方を検討した。今年度は、県
内先進ＳＳＨ校が手がけている「海外重点枠」に参加
し、３月にイギリスで派遣された。

12）報告書の作成
　第４年次のＳＳＨ研究開発事業についての成果と課
題を報告書にまとめた。また、その成果と課題を広く
普及するために、実践内容を本校研究紀要としてまと
めた。

13）ＳＳＨ研究発表会への参加とＳＳＨ研究校の視察
　ＳＳＨ県内学校連絡会への参加、ＳＳＨ生徒研究発
表会やＳＳＨ東海地区フェスタ、日本数学コンクール
などへの生徒派遣を積極的に行うとともに、先進ＳＳ
Ｈ校への研究視察を実施し、本校のＳＳＨ研究開発実
践・評価のあり方を検討した。


